
◉勝海舟の会会則について
「勝海舟の会」Web サイト「勝海舟の会会則」をご覧く
ださい。
http://katsukaisyu.com/katsukaisyunokai/rule/

講演者プロフィール

藤田 英昭（ふじた・ひであき）
1973 年新潟県生まれ。中央大学大学院博士後
期課程を経て、現在は公益財団法人 徳川黎明
会徳川林政史研究所研究員。かたわら、学習院
女子大学・明海大学で非常勤講師を兼務する。
専門は徳川家・佐幕派を中心とした明治維新史
政治史・社会史に関する研究で、近年は徳川家
を支持した多摩地域出身の草莽の志士の活動
や、幕臣でありながら尊王攘夷運動を展開した
山岡鉄舟・高橋泥舟の動向についても調査して
いる。かつて江戸東京博物館所蔵「勝海舟関係
資料」の調査・研究に関わり、江戸東京博物館
都市歴史研究室が発行した『海舟日記』の編集
作業に従事した。

高山 みな子（こうやま・みなこ）
勝海舟 玄孫（やしゃご）・五代目子孫
鎌倉市生まれ鎌倉市在住。
慶應義塾大学仏文科卒。
会社勤務を経てフリーランスのライター。
現在、ガラス彫刻の「鎌倉谷戸の工房」を開き、
歴史上の人物や帆船などのオリジナル作品を制
作・販売。
全国の推奨観光土産品理事長賞受賞。
また海舟や、海舟ゆかりの地などについて著述、
講演会、シンポジュウム等を行っている。
・高知県観光特使
・長崎市観光大使

右記の、お申し込み方法で事前にご参加申込みをいた
だきますと、一般参加費2,000円のところ、事前申込み
参加費1,500円とさせていただきます。

お申込み締め切り日は、講演会会場の都合上、
講演会前々日の11月7日までとさせていただきますが、
定員が先着350名様までですので、満席となり次第締
め切りとなります。お早めにお申し込みください。
参加費は講演会当日会場入口にてお支払いください。

●インターネットからのお申し込み方法
　http://katsukaisyu.com/
「勝海舟の会」Web サイトの最上段「お問い合わせ」ボ
タンを選択表示し、下段のお問い合わせフォームの「・ご
用件」で「2013年11月9日講演会 参加希望」を選択して
いただき、以下お申し込み手続きをしてください。
●FAXでのお申し込み方法
下記の「維新後の勝海舟」講演会参加申込み各項目欄
にご記入いただき、このちらし裏面をそのまま以下宛へ、
FAXご送付ください。　   FAX番号：048-994-4357

今回の「維新後の勝海舟」講演会の開催前にご入会
いただきますと、参加費は、2,000円のところ
1,000円とさせていただきます。
ご入会金：個人会員3,000円、賛助会員10,000円
年会費：個人会員3,000円、賛助会員10,000円
※賛助会員とは協賛法人会員のことで、賛助会員
様には、「勝海舟の会」から、歴史社会貢献活動の
認定証をお贈りすると同時に、当会主催の講演イベ
ントに於いて、賛助会員様の企業PR物配布などにご
利用いただけます。詳細は、下記へご連絡ください。
【お申し込み・お問い合わせ】
勝海舟の会　会長　瀬古茂二郎
携帯番号：090-5536-1881
FAX番号：048-994-4357
メール・アドレス：seko@pricingjp.com

●インターネットからの入会お申し込み方法
「勝海舟の会」Webサイト：http://katsukaisyu.com/
の右下「入会案内」ボタンを選択していただき、
入会お申し込み手続きをしてください。
●FAXでの入会お申し込み方法
下記「勝海舟の会」入会申込み項目をご記入いただき、
下記宛へFAXご送付ください。
FAX番号：048-994-4357
１.ご氏名（フリガナ）：年齢・性別 ／２.お電話番号：
３.メールアドレス： ／４.ご住所（郵便番号）：
５.当会を知られたきっかけ、自己紹介などのご記入
６.「勝海舟の会」会則への同意ご確認
※「勝海舟の会」Webサイト上の会則をご覧いただけな
　い場合、「勝海舟の会」会則をお送りしますので、ご
　確認の上、お申し込みください。

2013年11月9日「維新後の勝海舟」講演会  参加お申込み
お名前：
ご住所：〒

今後のご案内：   □ 受取る　・　□ 不要

メールアドレス（携帯・スマートフォン・パソコン）
＠

※ご記入いただきました個人情報のお取扱いについては、当講演会お申し込みのための管理手続き以外、一際使用致
　しません。当・「勝海舟の会」から今後のご案内に関しても、御了解いただいた方のみにご案内を差しあげます。
※複数人でのお申し込みには、当ちらしをコピ̶してご利用ください。

◉講演会「維新後の勝海舟」事前参加お申込みについて◉

◉【勝海舟の会】へのご入会ご案内について

藤田 英昭（ふじた・ひであき）
1973 年新潟県生まれ。中央大学大学院博士後
期課程を経て、現在は公益財団法人 徳川黎明
会徳川林政史研究所研究員。かたわら学習院
女子大学・明海大学で非常勤講師を兼務する。
専門は徳川家・佐幕派を中心とした明治維新史
政治史・社会史研究で、近年は徳川家を支持し
た多摩地域出身の草莽の志士の活動や、幕臣
でありながら尊王攘夷運動を展開した山岡鉄
舟・高橋泥舟の動向についても調査している。
研究論文として、明治維新史学会編『講座明治
維新３』に寄稿した「草莽と維新」、松尾正人
編著『多摩の近世・近代史』に寄稿した「草莽
の軌跡」、岩下哲典編『高邁なる幕臣 高橋泥舟』

に寄せた「旧幕臣の駿河移住と高橋泥舟」など
がある。かつて江戸東京博物館所蔵「勝海舟関
係資料」の調査・研究に関わり、江戸東京博物
館都市歴史研究室が発行した『海舟日記』の編
集作業に従事した。


